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大分県　豊後大野市立三重第一小学校　６年　
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まつお),松尾)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きよ),清)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),加)
　毎日のニュースの中で、犯罪や非行について報道されない日はありません。その中で、私が一番恐ろしいと感じるのは、「ぎゃく待」と「ゆうかい」です。それは、何の罪もない子ども達が危険にさらされるのが許せないし、自分が同じ立場になったら…と、想像するだけで悲しくなるからです。特に「ゆうかい」については、母の友達の娘さんが小学三年生の時、下校途中に消えてしまった事件があり、身近に感じます。十数年間、娘さんの帰りを待ち続けているお母さんの苦しさ、悲しさを繰り返し母から聞いてきました。私は、その娘さんと自分を重ねて考えてしまいます。恐かっただろうな…、お母さん達に会いたいだろうな…。母は、こんな悲しく許せない事件は、二度とあってはならないのだと言います。では、どうすれば悲しくおそろしい事件を未然に防ぐことが出来るのでしょうか。そこで、私は、三つ考えました。　
　一つ目は、「あいさつ」のチカラです。私の小学校、地域では、退職された先生方や保護者の方が、毎朝、
「おはよう！気をつけて行ってらっしゃい。」と声をかけてくれます。元気なあいさつや優しい声をかけてもらうと、とてもいい気持ちになり、一日分のがんばる力をもらえる気がします。反対に、あいさつをしてもぶっきらぼうな恐いあいさつが返ってきたり、時には、無視されることもあります。そんな日は、朝から少しいやな気分になります。帰ってから母に話すと、
「大人にも色々な人がいるけれど、清加は、自分がされてうれしいことを人に、自分がされていやんことを人にはしない、大人になりなさい。」
と言われました。私は、朝からいい気持ちにしてくれたあいさつを見習いたいと思います。世の中に気持ちのいいあいさつがあふれたら、みんな温かい気持ちになるはずです。
　二つ目は、地域の人達との絆を深めることです。地域の人達との絆を深めることで、おたがいの顔や名前がわかり、見かけない人がいたら、警かいできます。私達の地区では、高れい者と子ども達が一緒に夏休みのラジオ体操をしたり、交流会をします。その時、子ども達の顔や名前を覚えてくれていて、見守ってくれているのだと感じました。
　次に加害者のことを考えてみます。
例えば、未成年が、たばこをすっていれば、当然非行ですが、なぜ、非行に走ってしまうのでしょうか…。もしかすると、友達関係や家庭の事情などで、自分を見失ってしまうのかもしれません。そんな何かのきっかけから非行をくり返し、気づいたら、罪を犯してしまっていた…。そして、その人が罪をつぐなった後、心を入れ変え、やり直そうと努力しても、周りの人からは冷たい視線を向けられるばかりだとしたら…。その人はまた、悪の道に戻ってしまうかもしれません。そうして、犯罪や非行は、くり返されてしまうのではないでしょうか。
　その悪の連さを止められるのは、「地域の人の支えと受け入れ」だと思います。地域の人達が受け入れてくれることによって、加害者にも新たな道が開けるのです。ひ害を未然に防ぐとともに、加害者が立ち直れる環境づくりをしていくことが、犯罪や非行を減少させることにつながると思います。そして、ひ害者にも加害者にも、地域の人達の支えと協力がとても重要です。
　私は今、十二歳。これからもたくさんの人と関わり合いながら大人になっていきます。
増々、人と人との関わりが希はくな社会になるかもしれません。だからこそ、犯罪のない安全な社会を作るため、私も将来、地域の大切なチカラの一部を担う一人になりたいと思います。
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